
新たに 31f ウィングコンテナを導入し、福岡～北関東間でモーダルシフトを実施 

～異業種の荷主とコンテナの共同運行を実現～ 

 

当社は 2026 年度の取り組みとして、福岡県宮若市の東罐興業 福岡工場と茨城県五霞町の当社北関東営

業所を結ぶ幹線輸送において、トラック輸送の一部を鉄道コンテナ輸送に切り替える「モーダルシフト」を開始しま

した。あわせて、私有コンテナの復路を異業種のお客様がご利用いただくスキームを実現し、輸送効率の向上と

CO2 排出量の削減に取り組んでいます。 

概要 

物流業界では、ドライバーや人手不足への対応や輸送に伴う環境負荷の低減が課題となっています。当社で

は、こうした課題に対応するため、新たにウィングタイプの 31 フィート鉄道コンテナを導入し、今年度第 2 四半期

よりトラック輸送の一部を鉄道輸送へ転換する取り組みを開始しました。なお、本件はお客様・JR 貨物と協業

し、国土交通省の「物流効率化法」に基づく事業認定を受け、「モーダルシフト加速化事業」として補助対象に認

定されています。 

・ 区間：福岡貨物ターミナル駅 ⇔ 越谷貨物ターミナル駅 

・ 上り運行：福岡県宮若市（東罐興業 福岡工場）で集荷 → 鉄道輸送 → 茨城県五霞町（東罐ロジ

テック 北関東営業所）へ配達 

毎週火曜日集荷→木曜日配達 

・ 下り運行：東京福山通運株式会社（東京都江東区越中島 3 丁目 6-15）が手掛ける国内大手家電

メーカーの幹線輸送 

毎週金曜日に集荷 → 翌週月曜日配達 

（当社のコンテナを上り・下りで活用することで空回送費の削減にもつなげています。） 

今後の展望 

当社は今後も、モーダルシフトの拡大や他社との共同輸送の推進を通じて、輸送品質を維持しながら環境負荷

の低減と物流の効率化を両立し、持続可能な物流ネットワークの構築に取り組んでまいります。 

 




